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報 告

乳幼児の不慮の事故に対する父親の認識と行動

大 重 育 美

〔論文要旨〕

父親における子どもの不慮の事故防止 に対する認識と行動 を明 らかにすることを目的 として,保 育所通所中の乳

幼児 を持つ父親9名 を対象に半構造化面接 を実施 した。子 どもの事故防止に対する父親の認識 と行動に関 してイン

タビューを行い質的帰納的に分析 した結果,5つ のカテゴリーが抽出された。それは,父 親が子 どもの行動を予測

して目を離さない,父 親が子 どもの事故防止の情報 を入手する,父 親が子 どもの生活環境を整える,父 親の生活を

子 ども中心に転換する,父 親が子どもに危険を教えるという5つ のカテゴリーであった。また,父 親が子 どもの不

慮の事故防止についての教育受講経験が少ないことも明らか となった。

Key words:不 慮 の事 故,乳 幼児,父 親の認識 と行動

Ⅰ

.は じ め に

子 どもの死亡の原因 と して,1～19歳 では不慮 の事

故が第一位であ り,事 故 に対す る傷害は小児 の重要 な

健康 問題 となっている1)。不慮の事故 防止 は母子保健

の中で も重要課題 と して位置づ け られ,「 健 やか親子

21」 で は,不 慮 の事故 の死亡率半減 を目標 としている。

各 自治体で は,健 診 でのパ ネル展示,パ ンフ レッ ト配

布,事 故チ ェック リス トを用いた集団お よび個別指導

が行われているが,そ の効果 は現れていない とい う報

告が ある2)。不慮 の事故 の要 因と して,養 育環境 が大

きな影響力 を及 ぼ してい ることは周知 で,母 親の事故

防止意識が幼児 の負傷 を低下 させ る効 果3),家 庭 内の

不慮 の事故 にお けるケース コン トロール研 究では他者

が親 を支援 する介 入 に よって転倒 リス クが4.5倍 減少

す るこ とな どが 明 らか になってい る4)。養 育環境 の担

い手 となる父親 を対象 とした研究で は,子 どもが生後

6か 月の時 に父親が育児 に関わることで,生 後18か 月

の時点での不慮の事故の発生が予防できることが示さ

れた5)。共働 きの親を対象 とした子 どもの不慮の事故

防止に関する支援方法を探るためには,実 際に乳幼児

をもつ父親の視点から,日 常生活の中で父親が子ども

の不慮の事故防止に対 してどのように認識 し,具 体的

な行動をとっているかを分析することが有効である。

そこで本研究では,夫 婦で共働 きをしながら乳幼児

の子育てをしている世帯を取 り上げ,子 どもの不慮の

事故の経験をもとに,子 どもの事故防止に関する父親

の認識と行動 を明らかにすることを目的とした。

Ⅱ.研 究 方 法

1.対 象 者

本研究では,保 育所 に通所中の乳幼児をもつ父親と

した。通所中の父親を対象 とした理由は,共 働 きであ

り父親の家庭内での役割が不可欠 と考 えたか らであ

る。
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2.調 査 期間

平成22年7月 ～8月 。

3.調 査方法および調査内容

調査方法 は,研 究者が研究参加の 同意の得 られた対

象者 に対 して,プ ライバシーが確保で きる保育所 内の

個 室で1回20分 程度 を 目安に,イ ンタビュー ガイ ドに

基 づ き半構造化面接 を実施 した。調査内容 は,子 ども

の事故 防止 としての父親の認識 と行動 に関す る 「事故

防止のために 日常 的に気 をつけているこ と」,「事故防

止 と して 日常 的に行 ってい ること」 につ いて とし,対

象者 に自由に話 して もらった。属性 として,両 親の年

齢,職 業,子 どもの年齢 と性別,兄 弟の数,平 日お よ

び休 日の育児 時間,育 児サポー ト体 制の有無,祖 父母

の同居の有無,子 どもの事故お よびヒヤ リハ ッ トの経

験 の有無,事 故発 生時の対象者の状 況,事 故 の当事者

お よび場所,子 どもの事故 防止教育経験 について聞 き

取 り調査 を行 った。

4.分 析 方 法

本研 究では,質 的帰納的な分析 を行 った。分析 方法

は,1事 例 ごとにイ ンタビュー内容 を逐語録 に起 こ し

熟読 し,父 親 の子 どもの事故 防止 につ いての経験 を表

してい る内容 を要約 した コー ドを例 示 し,抽 出 され

た コー ドを意味 内容 におい て類 似す る もの を集 めて

グルー プ化 しサブカテゴ リーとした。サ ブカテゴリー

間で関連す るものは,意 味 内容 に従って まとめて カテ

ゴ リー とした。 さらにカテゴリー をまとめて大 カテゴ

リー とし,1つ の まとまりとした。デー タ分析で の信

頼 性 ・妥 当性 を確保 するために,対 象者1名 に 自分が

話 した内容 と研 究者 が作成 した コー ドお よびカテ ゴ

リーにずれが ないか どうか を確 認 して もらった。 ま

た分析過程で は質的研 究 を専 門 とす る大学教員 にスー

パーバ イズを受 け,繰 り返 しに よる分析内容の信頼 性

を確保 した。

5． 倫理的配慮

本研究 は,保 育施設責任者 の許 可 を得て実施 した。

対象者 には,研 究の 目的 と方法,研 究へ の参加 は自由

意思であ り,研 究 に同意 した ことはいつ で も撤回で き

るこ と,デ ー タは研究 のみ に使用 し結果 の公表 は対象

者が特定で きない ようにす ることを口頭 お よび書面 に

て説明 し同意 を得 た。イ ンタビューの途 中であって も

負担 を感 じた場合は,い つでも中断できることを説明

した。録音資料や内容を記録したものは研究が終了次

第,破 棄することを説明 した。面接は,個 室で人の出

入 りが少ない部屋を選択 し,面 接が中断されない よう

配慮 した。

Ⅲ.結 果

1.対 象者の概要および子 どもの事故の経験

対象者 は,保 育所 に通所 してい る子 どもを持 つ父親

9名 で,父 親 の平均年 齢 は36.1歳(28～43歳),母 親

の平均年齢 は33.8歳(27～39歳)で あ った。保育所 に

通所 してい る子 どもの年齢 は,26.8か 月(2か 月～5

歳)で あった。面接 時 間は,平 均17.4分(10～32分)

であった。対象者全員が,夫 婦 ともフルタイムで仕事

をしてお り核家族世帯であ った。子 どもの数 は,平 均

2.3名(1～3名)で あった。父親 の平 日の育児時間 は,

平 均2.9時 間(ほ とん どない～4時 間)で,休 日は平

均12.9時 間(8～15時 間)で あ った。育児 のサ ポー ト

体 制 は,1名 を除いて祖父母か ら受けているが,全 員

別居で近 くに住 んでいた。

子 どもの事故 の経験 は,9名 中8名 が遭遇 してい た。

事故 に遭 う出生順位 は,7名 が第1子 であった。事故

に遭 う年齢 は,平 均27．8か 月(10か 月～5歳)で あっ

た。事故の内容 では,転 落が最 も多か った。事故 の回

数 は,1回 だ けでな く数 回繰 り返 し,事 故の内容 は転

落 と手 を挟む など多様 な事例 であった。事故発生 時の

状況 としては,屋 内5件,屋 外3件 と屋 内が多かった。

当事者 として は,6名 が父親 を含 む親がその現場 に関

わっていた。事故後 に医療機 関を受診 したの は,4件

であった(表1)。

2.子 どもの事故防止に対する父親の認識 と行動

分析 の結果,76の コー ド,20の サブカテゴ リー と5

の カテゴ リーが抽 出 された。 なお,【 】 を大 カテ ゴ

リー,〔 〕はカテ ゴリー,()は サブカテゴ リー,「 」

は コー ドの例示 とした。

子 どもの事故 防止 に対す る情報入手の方法 では,父

親が子 どもを叱 る時 に母 親 との役割分担 を考 えた り,

子 どもが就寝後 に子 どもの性格や行動について夫婦で

情報 を共有 した りす るこ とを(子 どもの事故 につい て

の夫婦 での語 らい)と し,「妻 が子育 ての教科 書 なの

か もしれない」,「妻 が体現 して くれ るので,そ こか ら

自分 な りに見て勉 強する」 とい う父親の語 りか ら(妻
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表1　 対象の概要および事故経験

A B C D E F G H 1

父親の年齢 40歳 代 30歳 代 30歳 代 30歳 代 40歳 代 30歳 代 30歳 代 30歳 代 20歳 代

職業 看護師 薬剤師 公務員 会社員 教員 公務員 理学療法士 会社員 看護師

母親の年齢 20歳 代 30歳 代 30歳 代 30歳 代 30歳 代 30歳 代 30歳 代 30歳 代 20歳 代

職業 看護師 看護師 美容師 看護師 教員 医療関係 医療関係 介護関係 看護師

通所中の子どもの年齢 8か 月 3か 月 5歳 5歳 3歳 1歳 2か 月 2歳 3歳

通所中の子どもの性別 女 女 男 女 男 男 男 男 女

兄弟の数 0 2 1 1 1 2 2 1 1

育児時間
平 日(時 間) 4 2.5 3 3 2 4 1 ほ とんどない 3

休 日(時 間) 12 15 10 9 15 15 12 10 14

育児サポート体制の有無
あり

(母方祖母)

あ り

(両親の祖父母)

あり

(父方祖父母)

あ り

(母方祖父母)
な し

あり

(母方祖父母)

あ り

(母方祖父母)

あ り

(母方祖父母)

あ り

(母方祖父母)

祖父母の同居の有無 別居 別居 別居 別居 別居 別居 別居 別居 別居

事故の経験 な し

転落 誤飲

溺水,挟 む事

故,切 る事故

転落 道路へ

の飛び出し
転落

転落,

挟む事故
挟む事故 溺水 転落

転落

挟む事故

事故発生時

の

対象者状況

子どもの順位 な し
第1子,

第2子
第1子 第1子 第1子 第2子 第1子

第1子,

第2子

第1子,

第2子

年齢 な し 5歳,3歳 2歳 4歳 10か 月,5歳 1歳,2歳 3歳 2歳,1歳 2歳,2歳

事故の内容 な し 転落 転落 転落 転落 挟む 溺水 転落 挟 む,転 落

事故発生時

の状況

当事者 な し 両親 親以外 父親 母親 父親 父親 両親 父親

場所 な し 台所(椅 子) 屋外(遊 具) 屋内(階 段) 屋外 屋内(ド ア) 風呂 屋内(階 段)
屋外

(遊具,車)

医療機関受診 な し な し あ り(入 院) な し あ り(入 院) あ り な し な し あ り

ヒヤ リ ・ハ ッ トの経験 あ り(火 傷) あ り な し あ り あ り あ り な し な し あ り

子どもの事故防止教育経験 あ り な し な し な し な し な し な し な し な し

イ ンタビュー時 間(分) 30 21 10 12 15 11 11 15 32

が事故防止モデル)と した。子どもの不慮の事故につ

いて,対 象の父親9名 中8名 が教育経験はないと話 し

てお り,(事故防止についての教育経験がない)と した。

その一方で,子 育て経験者,幼 稚園や小学校 などか

ら,父 親が子 どもの事故防止の情報を入手 しているこ

とか ら,(地 域の学校,他 の親から学ぶ)と した。 ま

た,事 故や虐待の報道か ら自分ならどう対処できるか

と考えることから,(報道・メディアから学ぶ)と した。

このように,さ まざまな媒体から父親が主体的に情報

を入手することを,〔父親が子 どもの事故防止の情報

を入手する〕とした。

「子 どもが1人 なら親 も一緒 に行けるなら連れてい

く」 と親が子どもと行動を共にするか，子 どもをそば

に置 くなどの工夫をしている様子から(事 故防止とし

て一緒 に行動する),父 親が子どもの行動を予測する

こと,最 善の予防策を親が行 うことを重要視 してい

ることから(事 故防止で大切なことは予測すること),

父親が子どもの性格 を考えた対応および年齢に合わせ

た接 し方をしていることから(子 どもの年齢や性格に

合 わせ て接 す る)の3つ のサブ カテゴ リー を抽 出 し,

〔父親が子 どもの行動 を予測 して 目を離 さない〕 と し

た。

父親が ドア,窓 な どにロ ックをつけているこ とか ら

(子 どもの不 意の行動 を制 限す るためにロ ックや柵 を

す る)と した。他 にカ ッター,タ バ コ,薬,口 に入 る

大 きさの丸 い ものな ど(危 ない物 を子 どもの手 の届か

ない所 に置 く)こ とや,机 の角や扉 にクッシ ョンをつ

け,怪 我 をしない よう(子 どもの事 故防止のために環

境 を整 える)行 動 を とっていた。 この ように子 どもの

行動範囲の視 点か ら環境 を整備す ることを 〔父親が子

どもの生活環境 を整 える〕 とした。

父親が 「火傷 をしない ように自分の嗜好 であ る熱燗

をロ ックに変更する」,「誤飲 を しない ように豆類 も食

べ ない ように した」 な ど嗜好 を変 えるこ とや,「 どこ

かに出か ける時には 目立つ色 を着 て子 ど もが捜 しやす

い ように気 をつける」 な ど父親が子 どものため に服装

に気 をつ けることを話 していた。 また,「子 どもをペ ッ

トではな く一人の人間 として見 るこ とを忘れない よう
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に したい」,「子 どもがで きた ら主役 が 自分 たちではな

く子 どもた ちとい う視 点の切 り替 えがで きるか どうか

が大事 だ」 と,生 活の中心 を自分か ら子 どもへ と転換

す る父親の認識の変化 を述べ てい た。 これ らのこ とか

ら,(危 険 を減 らす ため に父親の行動 を変 える),(子

どもを一人の人間 と して扱 う),(子 ども中心 となる生

活へ の変換 を自覚す る)の3つ のサ ブカテ ゴリー を〔父

親 の生活 を子 ども中心 に転換〕 とした。

父親が 「子 どもが興味 を示 している物 を実際に触 ら

せ て熱 さを体感 させ る」,「子 どもと一緒 に道路に出て

車の怖 さを教 え る」 と話 してい ることか ら,(子 ども

に危険性 を体感 させ る)と した。子 どもが転落 した後

か ら,親 が教 えてい ない にもかかわ らず子 ども自身で

お尻か ら階段 を下が ることを父親 が確認 してい ること

か ら(父 親 が子 どもの事故防止能力 を確認す る)と し

た。危 険な場所 に行 くときは兄弟 の上 の子が下の子 を

み る ように声 か けを してい ることか ら,(上 の子 の協

力 を得 る)と した。父親が子 どもとルールを作 り約束

を守 らせ る ことを(父 親 と子 どもの約束事 をつ くる)

とした。父親が子 どもに親の言 うことを守 るような し

つ けをす る,口 調 を強 くす る工夫な どを(親 の言 うこ

とを聞 く子 どもに育 てる)と した。父親が 「不慮の突

然 の事故 に備 えて,子 どもに 日頃注意すべ きこ とを毎

日繰 り返 し伝 える」,「一緒 に行動す るだけでは子 ど も

は危険がわか らないので具体的 に教 える」 という子 ど

もの事故防止 に対 する父親 の積極 的 な関わ りを話 して

いた ことか ら,(注 意 すべ きことを具体 的 に教 え,子

どもに自覚 させ る)と した。 これ らの6つ のサ ブカテ

ゴリーか ら 〔父 親が子 ど もに危険 を教 え る〕 と した

(表2)。

以上 の5つ の カテ ゴリーか ら大 カテゴリー を 【子 ど

もの事故 防止 に対す る父親 の認識 と行動】 とした。

IV.考 察

今 回,対 象 となった父親 の育児 関与時間 は,平 日で

平均2.9時 間,休 日は平 均12,9時 間で先 行研 究6)と 同

様の結果 で,フ ルタイムで就業 して平均的 に育児 に関

わ っている父親 の状況が うかが えた。

不 慮の事故 は,対 象 者9名 中8名 が経験 していた。

事故の種類 は転落が8名 中6名 と最 も多 く,そ の後 に

入院 した者 は2名 い た。事 故に遭遇 した事例が8名 中

7名 で第1子 に多 い こ とは,先 行研 究7.8)と同様 の結

果であ り,第1子 で あることが事故要 因 といえた。事
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故に遭遇 した回数については,1回 だけでな く数回繰

り返 し,事 故の種類 もさまざまに遭遇 していた。

事例Ａは,火傷 しそうになった経験をしていた。【子

どもの事故防止に対する父親の認識 と行動】では,「予

測することが事故防止のために大切 と思う」 と述べ

て,実 際に危険を減 らすために自分の嗜好品を変更す

るなど子 ども中心の生活に変換 していた。その背景に,

「認定看護師の学校で学んだ」という発言から,子 ど

もの事故防止 について教育を受けていたことが影響

していたと考えられた。また,父 親は子 どもが興味を

示 していた炊飯器に触れさせて危険性を体感させてい

た。父親が子 どもの興味を把握したうえで,8か 月 と

いう子どもの年齢に応 じた事故防止策 を行っている事

例 と捉 えた。事例Ｂには,子 どもが3名 おり,不 慮の

事故 としては5種 類 を経験 していた。 【子 どもの事故

防止に対する父親の認識 と行動】では,医 療者である

妻を事故防止モデルとして捉えてお り,実 際に妻をみ

て自分なりの対処行動を行っていた。さらに,父 親が

子 どもを一人の人間として扱 うような姿勢 をもって対

応 し,事 故に備えて,日 頃か ら子どもに注意すべ きこ

とを繰 り返 し伝 えていた。子 どもの年齢が3～5歳 で

あることから,子 どもの理解に応 じて子どもに危険を

教えるという事故防止策を行っていた。事例 Ｅは,海

外での トイレの台からの転落を経験 し母親が当事者で

あった。【子どもの事故防止に対する父親の認識 と行

動】では,事 故防止として子 どもと一緒に行動するよ

うにしてお り,子 どもと約束事 として,人 ごみの中で

舌 を鳴らす と父親を捜すというルールを作 り,外 出時

に子 どもが父親を捜 しやすいように意識的に目立つ色

の服を着て行動 し,親 の言うことを聞く子 どもに育て

ることが重要 と捉えていた。子どもの年齢が3～5歳

であることか ら,親 の言うことを聞くことを普段の し

つけの中で行い,子 どもと約束事を行 うことで事故防

止につなげていた。事例 Ｉは,第1子 が遊具からの転

落,第1子 お よび第2子 が車の ドアで指を挟んだ事故

を経験 していた。【子 どもの事故防止に対する父親の

認識 と行動】 としては,父 親が子どもと一緒に行動 し

て予測することが大切 と述べてお り,実 際に休 日は朝

起きて寝るまで子 どもと一緒に行動していた。父親が

子どもの性格や年齢に応 じた接 し方を実践 し,事 故防

止として環境 を整えていた。また,父 親が子 どもに危

険を教 えることも重要視 してお り,そ の中で子 どもと

約束事を行い,注 意すべ きことを具体的に教えるため
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表2 子どもの事故防止に対する父親の認識と行動

カテゴリー サブカテゴリー コー ドの例示

父親が子どもの

事故防止の情報を

入手する

子どもの事故につい

ての夫婦での語らい

妻が事故防止モデル

地域の学校,他 の親

から学ぶ

事故防止についての

教育経験がない

報道 ・メディアから

学ぶ

Ｃ:叱 る時に両親で同時に叱るのではなく片方ずつ役割を持って子 どもに逃げ場 をつくることが大切 と思っている

Ｇ:育 児という点では夫婦で どのような時に怒るとか怒るところが違うとか意見を言い合 う。父親が母親を頼 りにしていて,父 親は見守る立場 をとっている

Ｉ:子 どもが夜,寝 てから夫婦で子 どもの性格や行動についておお ざっぱではあるけれ ど話した りする

Ｂ:妻 が子育ての教科書 なのかもしれない

Ｂ:妻 が子 どもを見るときに注意すべきことを体現 して くれるので,そ こから自分なりに見て勉強する

Ｂ:子 育てを経験 した親の方々の経験の うえでのア ドバイスは大 きい

Ｄ:事 故防止についての情報は友人に話を聞く

Ｉ:幼 稚園,小 学校での子育ての仕方の勉強会に参加 して学習す る

Ｂ:父 親が,育 児 において事故を防 ぐ教育や指導は受けたことはない

Ｄ:事 故防止の教育を受 けた経験はない

Ｉ:事 故防止について教育を受けた経験はない

Ｉ:虐 待の報道は反面教師で自分を戒めるきっかけになっている

Ｉ:ニ ュースなどの事故の報道を見て自分ならどうしたら防げるのかを考える

父親が子 どもの

行動を予測 して

目を離 さない

事故防止で大切なこ

とは予測すること

事故防止として一緒

に行動する

子どもの年齢や性格

に合わせて接する

Ａ:い つ何が起こってもどういう状況でなるかわか らないので最善の予防策を親がす ることが必要

Ａ:子 育てをしている中で大事 なことはマニュアル通 りでないとい うこと

Ｂ:予 測をすることが事故防止のために大切だと思 う

Ａ:子 どもが台に手が届 くことは予想 していなかったので驚いた

Ｆ:１ 歳になる前だったので,階 段の入 り口に柵をしていなかった。一番上まで登っていてびっ くりした。まさか登 るとは思っていなかった

Ｆ:子 どもはいつのまにか成長して昨日までで きないことができていることがある

Ｃ:子 どもが1人 なら親 も一緒 に行けるなら連れてい く

Ｄ:子 どもは活発 に動 くか ら,一 緒にいるときには目を離 さない

Ｅ:完 全には （目を離さないことは)無 理なので行動を共にするように必ずそばに置 く

Ｇ:遊 び始めると長男も忘れてしまうので,見 ていられない時は一緒 に外で遊ぶ

Ｈ:状 況によって異なるが子どもと一緒に行動することが,間 違えがない

Ｉ:朝 から起 きて寝るまで子どもとほとんど一緒にいて,6歳 までは子 どもが遊びに行 く時も一緒 について行っていた

Ｉ:自 分がいる時は必ず子 どもと一緒に風 呂に入る

Ｉ:自 分の子 どもの性格 を見て,子 どもに合 うように考えて接する

Ｉ:兄 弟で年齢差があるけれどその子 に合った接 し方をしている

父親が子どもの

生活環境を

整える

子 どもの不意の行動

を制 限す るた め に

ロックや柵をする

危 ない物 を子どもの

手の届かない所 に置

く

子どもの事故防止の

ために環境を整える

Ａ:ド アのロックをかける

Ａ:階 段の入 り口にロックをかける

Ａ:窓 の上の方にロックをかける

Ｃ:通 り越 さないように階段 にフェンスはつけていた

Ｆ:ド アのロックは しませんが,ビ デオデッキの開 き戸が開かないように した

Ｆ:そ のあとから階段 の入 り口に柵 をつけて登らないように した

Ｇ:実 際には,階 段 とか に柵 をして行動を制限 していることがあった

Ｈ:事 故防止として,す べての ドアにロックをつけ,机 の角にクッションをつけたが実際には使 っていない

Ａ:39mm大 の大 きさまでは何で も口にすると認定看護師の学校で聞いたので下に物を置かない

Ｂ:子 どもの手の届かない場所にタバ コを置 く

Ｂ:自 宅では薬の誤飲 をしないように注意していた

Ｆ:丸 いもの,姉 が買ってきた駄菓子などもす ぐ片づけて口に入れない ように手の届かない場所 に持ってい く

Ｆ:事 故の防止としては,危 ない ものはあらか じめ教えてお く,手 の届かない場所 に置 く

Ｉ:事 故防止として,下 の子が使いそ うなカッター,タ バコ,包 丁は見える場所に置かない

Ｂ:怪 我をしてもひ どい怪我にな らないような環境であるかを確認す る

Ｄ:危 ないなと思ったら,自 分の判 断で （環境を)ち ょこち ょこ改善 している

Ｉ:親 の視点から見て,環 境 を整える意識の うえで生活 をすることが大事だ

Ｉ:子 どもの手の届 く範囲は机の角や扉など,で きるだけ深い怪我をしないようにあ らかじめ環境 を整 える

父親の生活を

子ども中心に

転換

危険を減らすために

父親の行動を変える

子 どもを一人の人間

として扱 う

子ども中心となる生活

への変換 を自覚する

Ａ:風 呂に水をためない

Ａ:火 傷 をしない ように自分の嗜好である熱燗をロックに変更した

Ａ:誤 飲しないように豆類も食べない ようにした

Ｅ:ど こかに出かける時には目立つ色を着て子どもが捜 しやすい ように気をつけている

Ｂ:子 どもが言うことを聞かないと叱るため,し つけ以上のこともあるので虐待と紙一重 と思う時がある

Ｂ:子 どもをペッ トではな く一人の人間として見ることを忘れないようにしたい

Ｂ:子 どもができた ら,主 役が 自分 たちではな く子 どもたちとい う視点の切 り替えができるかどうかが大事だ

Ｇ:次 世代の父親に対 しては子 どもができると遊べな くなるよと伝えている。自分の時間が とれなくなると同僚や後輩に伝えている

父親が子どもに危険

を教える

子どもに危険性を体

感させる

父親が子どもの事故

防止能力を確認する

上の子の協力を得る

父親 と子 どもの約束

事 をつ くる

親の言うことを聞 く

子 どもに育てる

注意すべ きことを具

体的に教え,子 ども

に自覚させる

Ａ:子 どもが興味を示 している炊飯器の危険性を体感させて二度 と触れないようにさせた

Ｄ:道 路 を歩 く時,飛 び出 したりす ることは,車 で実際に教えて今はだいぶな くなった

Ｈ:事 故 を防止するためには何でも経験が大事と思っている

Ｈ:特 に気 をつけていることはないが,子 どもが教えていないに もかかわらず階段 をお尻か らお りるようになった

Ｉ:4歳 以降になると指を挟 むことが予測できるので自分で手 をひっこめたりする

Ｇ:普 段気をつけていることは,ド アで遊んだり,危 険なところに行 く時は長男 に下の子 をちゃん とみるように声 かけを している

Ｅ:舌 を鳴 らすことがサインで父親 を捜す という子どもと父親のルールを作っている

Ｉ:子 どもが小学生になり自分で判断できると考え,つ いて行かない ようにしたが帰る時間は約束 している

Ｅ:子 どもの事故を防ぐためには絶対に親の言うことを聞 く子に しない といけない と思っている

Ｇ:事 故防止として,近 くの川は危 ないか ら行くなと強い口調で言えば言 うことを聞いている

Ｂ:不 慮の突然の事故 に備えて,子 どもに日頃注意すべ きことを毎日繰 り返 し伝 える

Ｆ:子 どもに自覚を持たせたうえで見守る

Ｇ:事 故が少ない理由としては危ない所 には行かせない ようにしている

Ｉ:親 の責任として,車 に乗 る時には毎回,足 は大丈夫か,手 は大丈夫かというか確認をしてい る。その後も2・3回 挟 んだが今はない

Ｉ:一 緒 に行動するだけでは子 どもは危険がわからないので具体的に教える

Ｉ:横 断歩道の場合には子どもの目線になって一緒にこの信号は今どうなのか,車 は来ていないのか,右 を見て左を見て大丈夫なら渡ろうというようにしている

Ｉ:自 分だけの子どもだけでなく他の子どもに対する影響も考えてボール遊びなどする場合に1歳位の子がいたら当たったら危ないのでそこでは遊んではいけないと教える

Ｉ:ス ーパーで走 り回っている場合には,人 の目を気にせず,ス ーパーが何をするところなのか,今 何をしていたのか,何 をすべ きかなどをわからせるように話す

Ｉ:横 断歩道を渡る時ぶつかったら自分の子も被害を受けるけど相手 もず っと頭 に残ることになるので注意して予防できることはなるべ くしたい

Ｉ:約 束の時間を5分 で も過 ぎれば,ど うしたらいいのかを言い聞かせる。最近は不審者 も多いので注意 している

Ｉ:子 どもは自分で判断できないので一緒についていき行っては駄 目なことや気 をつけるべきことを教 える
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に,子 どもの 目線 になって横 断歩道 に立つ,ス ーパー

で走 り回ってい る時 にはその場で叱 るなど具体 的な行

動 をとっていた。車の ドアで指 を挟 む事 故 については,

父親が2回 以上経験 しているため,乗 車時 に 「足 は大

丈夫 か，手 は大丈夫か」と毎 回確認 していた。さらに「そ

の後 も2・3回 挟 んだが今 はない」 と話 した。 このよ

うに1度 の不慮 の事故 を通 して行動 を変 えて も繰 り返

す ことがあ り,継 続 して言い続け,子 どもの成長過程

で理解 で きる ようになることに よって次第 に不慮の事

故 も減少 してい くこ とがわかった。

事 例 Ｉは,「 子 どもが夜,寝 てか ら夫婦 で子 どもの

性格 や行動 についておお ざっぱではあるけれ ど話 した

りしている」 と話 し,子 どもの性格や行動 について夫

婦 の語 らいの機 会 を持っていた。 また事例 Ｂは,妻 を

事故 防止モデル と捉 え,子 どもの事故防止 の視点 を学

んでお り,夫 婦 関係 が良好 な状況である ことが推察 で

きた。 この ように夫婦 間のコミュニケーシ ョンが良好

な状況が,父 親 の育児参加意欲 に影響 しているの と同

様 の効果9)と考 え られた。事例 Ｉは,朝 か ら寝 る まで

子 どもといる ように してい ると話 し,実 際 に一緒 に行

動するな ど年齢や性格 を踏 まえた対応 を していた。

対象の父親9名 中8名 は,子 どもの事故防止につい

て教育受講経験はなかった。(子 どもの事故防止のた

めに環境を整える)と いう中では,事 例 Ｄは 「危ない

と思ったら自分の判断で(環 境を)ち ょこちょこ改善

している」という日常的に危険防止に注意を払ってい

る様子を話した。父親の役割認識として子 どもの環境

を整えるという行動は,育 児 に対する肯定的意識につ

ながっている行動の現れと考えた10)。特に事故を経験

していない父親Ａは,(子 どもに危険性を体感させる)

ことを重視 していて,具 体的に 「子 どもが興味を示 し

ている炊飯器の危険性を体感 させて二度と触れないよ

うにさせた」 と話 していた。これは予防意識が高いこ

との現れで,事 故を経験 していない者の方が予防の実

施率が高い という報告と一致 していた11)。

不慮の事故防止に対 して,父 親が 〔子どもの事故防

止の情報を入手する〕,〔子 どもの行動を予測 して目を

離さない〕,〔子どもの生活環境 を整える〕,〔生活を子

ども中心に転換する〕,〔子 どもに危険を教える〕こと

を認識 し行動 していることが明らかになった。対象の

父親らは,子 どもの行動を予測 して言い聞かせ,危 険

の体感 子 どもとの約束事など自分たちで独 自の予防

策を見出していることもわかった。対象の父親が平均
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的に育児に関与 している様子から,子 どもと行動を共

にする過程で事故 を予測する力 を培っていると捉え

た。特に子 どもの行動を予測 した対応,事 故の予防意

識が高い発言がみ られた父親Ａ,Ｂ ， Ｉは医療専門職

であったことから,父 親の職業的背景が子どもの事故

防止の認識と行動に影響 を与えている可能性が示唆 さ

れた。

これか らは,育 児関与が少 ない父親に対するアプ

ローチが重要 となる。特 に育児関与が少ない父親は,

育児の中で子 どもの行動を予測する機会が少なくなり

やす く,対 処行動が とれない可能性がある。また,父

親が育児に関与する時間が確保できない場合 も考えら

れるため,職 場において子どもの事故防止に対する情

報が入手 しやすいシステム構築 を行 うことも必要と考

える。そこで,乳幼児をもつ父親間で,起こってしまっ

た不慮の事故の経験 を共有してい く機会を設けること

が有用 と考える。

研究の限界として,本 研究の対象者は,保 育所に通

所中の標準的な共働 きの父親 として,特 定の保育所に

通所中の父親としたが,地 域性については考察できて

いない。今後は,地 域に応 じた父親への子 どもの事故

防止教育プログラムが重要 となって くる。そのため,

今回の結果から導 き出されたカテゴリーの構成因子を

もとに質問紙を作成 し,世 帯状況,親 の職業など背景

を考慮 して異なる地域による比較研究が必要である。

V.ま と め

子 どもの事故防止に対する父親の認識 と行動は,子

どもの行動を予測 して目を離さないということを中心

として,子 どもの事故防止の情報を入手する,子 ども

の生活環境 を整える,父 親の生活を子ども中心に転換

する,子 どもに危険を教えることで構成 されてお り,

子 どもの不慮の事故の経験が影響 していることがわ

かった。

医療専門職の父親は,事 故防止意識が高い可能性が

あるため,職 業的背景によって事故防止の認識 と行動

に影響があることが示唆された。
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 [ Summary]

 This study aimed to identify fathers' recognition and 

actions to prevent unintentional injuries involving their 

 children. We conducted semi-structured interviews with 

9 fathers of infants and toddlers attending day-care cen-

ters and  nurseries  . The subjects were asked about their 

recognition of child accident prevention and  actions  . The 

interview results were analyzed employing a qualitative 

and inductive  approach. As a  result, the following five 

categories were extracted as representing the fathers' 

recognition and preventive actions :  "anticipating the 

child's movement and keeping a close eye on  him/her"  , 
"
obtaining information on child accident  prevention"  , 

"
creating and improving the child's living  environment"  , 

"
shifting their life to a child-centered one" , and "teach-

ing the child about  danger"  . It was also found that these 

fathers had little experience of attending seminars on the 

prevention of unintentional injuries involving  children.

 [ Key  words]

unintentional  injuries  ,  children, paternal recognition and 

actions


